
今
年
の
全
腎

協

全
国

大

会

が
五

月
二

十

一
日

に
福

井

市

で
開

催

さ

れ
ま

し

た
。

愛
腎

協
か

ら

も

事
務

局

や

地
区

本

部
役

員
多

数
が

参

加
し
ま
し
た
。

大

会
に

先

立
っ

て
「

長

期

透

析
四

十

年

表
彰

者
」

の
顕
彰
が
あ
り
、
全
国
で
一
三
七

名
も
の
方
々
が
お
ら
れ
、
愛
知
県

で
は
九
名
お
ら
れ
ま
し
た
。
四
十

年
も
の
長
い
期
間
、
透
析
を
続
け

て
こ
ら
れ
た
方
々
は
、
我
々
透
析

患
者
に
と
っ
て
大
き
な
励
み
で

す
。そ

の
後
、
記
念
講
演
・
大
本
山

永
平
寺
副
監
院

武
内
宏
道
師
、

医
療
講
演
１
「
み
ん
な
で
学
ぼ

う
！
透
析
の
か
ゆ
み
」
、
ラ
ン
チ

ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー
「
透
析
患
者
さ
ん

に
と
っ
て
栄
養
と
運
動
は
生
活
の

両
輪
で
す
」
と
続
き
、
昼
食
後
、

医
療
講
演
２
「
透
析
患
者
に
潜
む

本
当
に
怖
い
下
肢
動
脈
疾
患
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

昨
年
度
の
神
戸
大
会
で
も
下
肢

の
問
題
が
講
演
の
テ
ー
マ
に
な
っ

て
お
り
、
透
析
患
者
に
と
っ
て
は

大
き
な
問
題
で
あ
る
こ
と
が
伺
え

ま
す
。

左
の
大
会
決
議
案
が
、
決
議
さ

れ
ま
し
た
の
で
掲
載
し
て
お
き
ま

す
。
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写
真
は
福
井
藩
主
松
平
家
別
邸
養
浩
館
庭
園
と
大
本
山
永
平
寺

１
面

全
腎
協
全
国
大
会
報
告

２
面

糖
尿
病
の
目
の
病
気
特
集

い
き
い
き
通
信

２０１７年度全腎協全国大会in福井２０１７年度全腎協全国大会in福井
大会決議（抜粋）

私たちは、腎臓病患者の命と暮らしを守ることを目的に立ち上がりました。そして「いつでも、

どこでも、誰もが必要な時に人工透析が受けられること」を合言葉に長年活動に取り組んできま

した。日本の人工透析の治療技術は世界最高水準と言われています。私たちは、透析治療の進歩

により、単なる延命治療から抜け出し、健常者に近い生活を送ることができるようになりました。

しかし、２０１２年以降、次々に成立した社会保障制度改革関連法によって、医療や介護を

中心に、自己負担の引き上げや保険給付範囲の縮小など社会保障費の削減、抑制が実施され、こ

の動きは、今後も引き続くものと推察されます。 （中 略） 社会保障制度改革に伴い、数

々の社会保障の権限が国県から市町村に移譲される中、各地域での患者会活動の重要性が高まり

その強化が求められています。

「たしかな一歩をしあわせ元気な福井から」を合言葉に、諸課題に全国の仲間とともに、

一丸となって取り組んでいきましょう。 以上、決議します。



足
の
病
変
も
重
大

な
問
題
で
す
が
、
目

の
病
気
も
昨
今
大
き

な
問
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

特
に
糖
尿
病
の
患

者
さ
ん
に
取
っ
て
は
、

他
人
事
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
糖
尿
病
に
よ

る
悲
劇
を
さ
け
る
た

め
に
は
、
そ
の
合
併

症
に
つ
い
て
正
し
く

理
解
す
る
こ
と
が
不

可
欠
で
す
。

糖
尿
病

で
病
院
に
行
っ
て
、

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
悪

い
と
「
目
が
見
え
な

く
な
る
」
と
か

「
腎

臓
が
悪
く
な
っ
て
透

析
を
受
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
く
な
る
」
な

ど
と
脅
か
さ
れ
た
方

も
多
い
こ
と
と
思
い

ま
す
が
、

実
際
に
途

中
失
明
や
透
析
導
入

の
原
因
の

ナ
ン
バ
ー

ワ
ン
が
糖
尿
病
な
の

で
す
。

こ
の
よ
う
な
糖
尿
病
に
よ
る
目
の
病
気

（
糖
尿
病
網
膜
症
）
や
腎
臓
の
病
気
（
糖

尿
病
性
腎
症
）
に
、

糖
尿
病
に
よ
る

手
足
の
し
び
れ
な
ど
末
梢
神
経
の
病
気

（
糖
尿
病
性
神
経
障
害
）
を
加
え
た
三

つ
を
昔
か
ら
糖
尿
病
の
三
大
合
併
症
と

呼
ん
で
き
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
目
の
合
併

症
で
最
も
発
症
率
が
高
い

「
糖
尿
病
網
膜
症
」
に
つ

い
て
書
き
ま
す
。

ヒ
ト
の
眼
の
構
造
は
よ
く

カ
メ
ラ
に
例
え
ら
れ
ま
す
。

レ
ン
ズ
の
役
目
を
果
た
す

の
が
水
晶
体
で
、
フ
ィ
ル

ム
の
役
目
を
果
た
す
の
が

網
膜
で
す
。

こ
の
網
膜
が

長
年
の
高
血
糖
に
よ
っ
て

障
害
を
受
け
る
と
糖
尿
病

網
膜
症
と
な
り
、

治
療
が

困
難
で
最
悪
の
場
合
失
明

に
至
り
ま
す
。

網
膜
症
の
初
期
に
は
小
さ

な
出
血
や
白
斑
と
呼
ば
れ

る
病
変
が
少
数
認
め
ら
れ

ま
す
が
、

こ
の
段
階
で
は

通
常
自
覚
症
状
は
あ
り
ま

せ
ん
。

進
行
す
る
と
、
病
変
の
数
が

増
え
、
比
較
的
大
き
な
出
血
も
出
現
し

ま
す
。

こ
う
な
る
と
、
病
変
の
出
現

部
位
に
よ
っ
て
は
視
力
低
下
や
視
野

の
異
常
を
自
覚
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

こ
こ
ま
で
進
む
と
、
き
っ
ち

り
治
療
し
な
け
れ
ば
進
行
を
く
い
止

め
る
こ
と
が
難
し
く
な
る
の
で
す

が
、

そ
れ
で
も
自
覚
症
状
が
な
い

場
合
が
多
い
の
で
す
。

治
療
の
基
本
は
糖
尿
病
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
を
強
化
す
る
事
で
す
が
、
低
血
糖

を
起
こ
す
こ
と
は
禁
物
で
す
。
ま
た
、

必
要
に
応
じ
て
レ
ー
ザ
ー
光
線
で
網

膜
を
部
分
的
に
焼
く
光
凝
固
療
法
を

行
い
ま
す
。

網
膜
症
が
さ
ら
に
進

ん
で
大
出
血
や
網
膜
剥
離
、
網
膜
の

前
に
あ
る
硝
子
体
の
混
濁
な
ど
が
出

現
す
る
と
、

治
療
は
極
め
て
困
難

で
、
失
明
の
危
険
が
差
し
迫
っ
て
き

ま
す
。

こ
こ
ま
で
く
る
と
、
完
全

失
明
を
く
い
止
め
る
事
を
目
的
と
し

て
硝
子
体
手
術
な
ど

様
々
な
治
療

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
確
実
な
方

法
は
あ
り
ま
せ
ん
。

や
っ
か
い
な
こ
と
に
、
網
膜
症
は
静

か
に
自
覚
症
状
な
く
進
行
す
る
場
合

が
多
い
で
す
か
ら
、

自
覚
症
状
が

出
る
ず
っ
と
以
前
か
ら
定
期
的
に
眼
底

な
ど
の
検
査
を
受
け
て
早
期
発
見
に
つ

と
め
る
こ
と
、

そ
し
て
糖
尿
病
の
正

し
い
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
き
っ
ち
り
続
け

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
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